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錠剤成形した橙色粉末に交流電圧 1 V を印加し、周波数 1 Hz ~1 MHz、温度 220 ~ 320 K で交
流インピーダンス測定を行った。その結果、伝導度に周波数依存性が見られたことから、橙色粉
末が電気伝導ではなくイオン伝導を示すことが示唆された。また伝導度には温度依存性が見られ、
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